

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たる俳句 上に比較してそ 一致を見るに及ん」だと明治三十四年の「墨汁一滴」でその心得を説 た
。彼は絵面と俳句との間に
ほぽ同じ
ような写生的性格を見出だしたわけである。
子規の写生説の系藷を考える場合、
おのずから浅井、
不折、
為
山などの洋画家たちから 影物に及ぶが、
一方忘れてはならない
のは絵画以外に近代の写実文学が子規に及ぽした影饗である。彼は心理学の示唆で時間・空間というような対立的概念を把挫し、更に文学上で露伴を介して知った西欧的な概念を写生と結ぴつけたと言われる。
一方、
坪内逍遥の『小説神髄」と二業亭四迷の
「小説終論」の理論を読ん
だことがあるにち
がい
ない
。逍遥の
- l90 -
「小説神髄」はこう話ってい
る。「小説の作者たる者は専ら其意
を心理に注ぎて、
我が倣作たる人物なりとも、
一度篇中にいでた
る以上は、
之れ
を活世界の人
と見倣して、
其感情を腐しいだすに、
敢ておのれの意匠をもて善悪邪正の情感を作り設くることをばなさず、
只傍観してありのまヽに模寓する」という写実の主張を打
ち出した。作中人物の感梢を生き生きとして描き出すために作者自身の道徳的感情を隠すぺきと説く。明治三十年に至ってはじめ
．て
子規は「俳人蕪村」に「結呆たる感情を直叙せずして原因たる
客観の事物を
のみ描写し、
観る者をして之によりて感情を動かさ
しむること、
恰も実際の客骰が人を動かすが如くならしむ」と述
ぺた。これ
も主観的な感情（惑伍）を抑制する考えである。子規
は短詩の客観描写を菰要視するのに対し
て、
逍遥は小説に仮作さ
れた人物を杏くことにも写実 方法を用いた。しかし子規も
明
治三十三年の「叙事文」 中に、「貨際の有のま、を写す」とか、「貨地に見に行きて之を写し出だす」とか言っ
て、
散文の害き方
に写実的方法を取り入れる。し
かも、
これら
の言菜使いは逍遥と
全く同じであった。逍遥はまた、「我が小説は至難中の最も至難なるものなるから、
他の居常の文章の如く作者自身の感梢、
思想
を只ありの佐にあらはし得て以て足れりとする のな
らで、
力め
て作者の感情思想を外に見えざるゃう掩い蔵
て、
他の人間の情
い●
合をば千嬰砥化極りなく見るが如く世きい
だし、
活たる如くに窃
しいだすを其本分とはなす
ものなり」と言っている。子規も三十
•9
l「
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三年に唐かれた「収覧の歌」に「感情を有の僅に箆」すと述ぺる。他方、
二菜亭も模写の描写方法を提唱する。「模寓こそ小説の奨
面目なれ」、「模潟といへることは前相を倣りて虚相を窃し出すといふこと り
。（中略）小説に模腐せし現象
も、
勿論偶然のもの
に相述なけれど、
言菜の言廻し、
脚色の模様によりて、
此の偶然
の形の中に明白に自然の意を寓し出さんこと、
是れ模箆小説の目
小・
的とする所なり。夫れ文洋は活んこ を要す。」この「小説穂論」に説かれた偶然の模写 明白と
子規
の瞬間的描写と印象明瞭と
いう写実的な認数につ がっている。
写生は子規にとっては実事実梢実景をそのままに写すことであ
り、
酋紫を変えて言え
ば、「曲際の有の位を腐す」とい
うことで
ある。逆に言えば
客観的でない対象は写すぺきではな
いのである。
それから最初は必ず客観の自然に生きる花鳥あるいは菜花を詠ずるのがよく、
そうすれば、
箪意の足らないものも一応の形を写す
ことができると言う。
かつて子規が言った 人間より花鳥風月が
すき也」という言葉のよう
に、
子規文学の写生は自然の凪猥を愛
し、
それを主たる対
象とする性牧を持っていた。故に、
後の子規
の後継者となっ
た虚子も積極的に「客観写生
」と
「花烏諷詠」を
唱えた。
写生
は現実に接近している。現地に行って直接に対象と対面し結び
-191-
（岡山
大学大学
浣文化科
学研
究
科）
て
眺める
。
そ
し
てそ
の
対象
の
偶然
の
瞬間的な英を見た
通
り
に感
じ
たまま
に
写すことである。この楊合の写生
は必ず印象
主義
の趣
き
を帯ぴる。子規に好評
された万業綱歌人平賀元毅の歌もで＋
＜
万
門の浪、いはゆる印象主義の実を伝へたる事」（羽
生
永明
「
平
賀
元義]
)と貧賛されている。
写生
は子規にとっ は
自
然
の
色彩
を
模
写す
ること
で
あ
る
。
した
がって楽しいことであ 自然との交流に
よっ
て
造化の
秘密
も
悟
り｀平気で生きられる。
即ち写生は病苦
と戦
う
手段
でもあ
っ
た。
子規
が画の手法を借り
て文芸に取り入れた
も
のは写
生
と
い
う
方法
．である。
その写生は月並みを打ち
破るものであっ
た。
子規
は
写生
を新時代の要求する新し
い方法として認識
し、
しか
も意識的
にも
この方法をもって べてのものを通そうとし
て
いた。
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